
2010 年度第 5 回番組審議会議事録 
 
1．開催日時   2010 年 11 月 24 日（水）16：30～17：30 
2．開催場所   弊社会議室 

 
3．委員の出席 
  3-1．委員総数  8 名 
  3-2．出席委員  8 名    平川愛恵・正岡健二・萩尾利雄・高木邦子・木辻清子・山本幸男・為岡務 
           西修         
補：放送事業者側出席者 平野由美子 

 
4．議事 
 4-1．番組審議 
       第 5 回審議番組： 「 華声 」 11 月 15 日(月)  20：00～21：00 放送 
    パーソナリティ： 馬 浪 、王 秋雲  
    ゲスト： 若柳 小三郎 さん（日本舞踊家） 
 
     毎週月曜日 20：00～21：00 放送の、中国語と日本語による情報と音楽の番組。 

（再放送は、日曜日 12：00～13：00。）  
今回は、若柳さんが日本舞踊に賭ける思いや、お父様である小南眞次さんの被差別体験、

戦中から戦後の労農運動、同和行政に残された功績などを語り、日本で中世以来続いている

“差別”というものに、中国人の馬さんが驚きをもって対しているという内容である。 
     
5．議事の概要  

5-1．番組の基本コンセプトの説明後、審議を行う。 
 
6．審議内容  
 6-1．出席者の審議 
 
【平川愛恵委員長】 

・ 馬さんは自然体で流れるようにスムーズしゃべっていて内容の濃さが気にならずに聞くこと 
   ができた。 
 
【山本幸男委員】 

・ 馬さんはパーソナリティの経験の長さを窺わせる話し方で聞きやすかった。 
 

【木辻清子委員】 
・ 馬さんの流暢なしゃべりと若柳さんの体験に基づいた話のやりとりはとても聞きやすく、内

容が重かったが聞き入ることができた。 
・ 部落問題に関することは全くわからないが、私自身が障害者として差別を受けてきたこと振

り返ると、問題は異なるが相通じるものがあると思った。 
 

【西修委員】 
・ インタビューの番組としてよくできていたと思う。 
・ 中国語と日本語のコラボレーション番組を期待したがあてがはずれた。重い話で気持ちがつ

いていかなかった。普段なら聞かない内容である。かなり個別的な内容で人によっては興味

が沸かないのではないか。 
 
【高木邦子委員】 

・ 馬さんの日本語は大変しっかりしていてよかった。若柳さんの話がどんどん先に進んでいく



のを、馬さんがなんとか聴きやすく気を配っているように感じられた。 
・ 私は日本舞踊をするので挿入されている音楽を面白く聞いた。 
・ 皆さんがおっしゃるとおり重い話であったが、聴く人の受け取り方次第ではないか。 

私はさらっと流して聴くことができた。苦痛ではなかった。 
   

【萩尾利雄委員】 
・ 馬さんの日本語は達者であるが、もう少し丁寧語を勉強したらもっと聞きやすいと思われる。 
・ パーソナリティがゲストの話を適当に区切ることに苦心しているように感じられた。その辺

りは編集でなんとかならないものか。 
・ 馬さんは日本在住の中国人であるから日本文化に興味があるのは理解できるが、日本にいる

中国人の感覚と中国にいる中国人の日本に対する感覚の違いを知ることができるかと期待

していたが、今回はそういう内容ではなかったので少し残念である。 
・ 差別というのは複雑なテーマである。あまり安直に取り上げない方がよい。 
 

【正岡健二委員】 
・ 馬さんと若柳さんの会話の、間を取るタイミングがまずい。馬さんの相づちや間に挟む言葉

がどれも同じで、聴いている方の耳を緊張させられない。箇条書きになるように切り方を工

夫してしゃべる等パーソナリティ側にテクニックが必要である。 
・ 話を引き出す方も自分の思いがあるので、ゲストが話す前についしゃべり勝ちになるのは気

をつけたいものである。 
・ 差別がテーマになると、つい過去にどうであったかという話ばかりになってしまうが、これ

からどうしたらよいのかということがない。放送のあり方としてどうなのか。 
・ 馬さんの声質がよく、言葉がはっきりとしていて聞きやすかった。 
・ 王さんの話が少なかった。しゃべりかける等役割をふりバランスを考えなければならない。 

 
【為岡務委員】 

・ 中国語番組という雰囲気がしなかった。 
・ 自分なりに考えさせられる内容であった。 

 
【放送事業者側出席者：平野由美子】 

・ 今回の内容は普段の中国語番組の内容と比べると変則的なものであった。 
・ 日本文化にとても興味のある馬さんであるが、今回の番組で初めて部落差別というものを知

り、その衝撃の大きさが今回の内容に影響していた。 
・ 馬さんはパーソナリティの経験は長いので、番組に限らずしゃべりの仕事を安心して任せら

れる方である。 
 
7．審議機関の答申または改善意見に対してとった措置 

・ 担当者に連絡 
 
8．審議内容の公表について 
  8-1．公表内容  議事の内容 
  8-2．公表方法 
    8-2-1．自社放送 ‥2010 年 12 月 4 日 12：00～13：55 の番組内で放送予定 
    8-2-2．議事録の設置 

8-2-3． ホームページに掲載 
 
 
 

                                     以上 




